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六
月
十
日
・
十
七
日
の
両
日
、
第
三
十
一
回
宗
像
大
社
小
倉

百
人
一
首
か
る
た
大
会
（
主
催

1
1

宗
像
大
社
、
社
団
法
人
全
日

本
か
る
た
協
会
主
管

1
1

九
州
か
る
た
協
会
後
援

1
1

宗
像

市
教
育
委
員
会
）
が
、
当
社
清
明
殿
・
斎
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

大
会
一
日
目
、
十
日
は
、
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
し
、
各
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
試
合
が
行
わ
れ
た
。
各
級
と
も
に
静
寂
の
中
息
詰

ま
る
熱
戦
が
夕
刻
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
選
手
だ
け
で
な

く
、
親
御
さ
ん
の
子
供
，
＇

を
見
守
る
姿
、
そ
の
選

手
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
気
迫
に
大
社
担
当
者

は
圧
倒
さ
れ
た
。

大
会
―
―
日
目
、
十
七

日
は
、
A
.
B
.
C

級
（
有

段
者
）
の
試
合
が
行
わ

れ
、
九
州
は
勿
論
、
遠
く

関
西
•
関
東
か
ら
も
実

力
者
が
集
い
、
高
い
レ
ベ

ル
の
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
特
に
高
段
者

が
参
加
す
る
A
級
は
実

代

宗

[ 

つさなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭

第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(1 5 日）

午前 1 1 時～

総社祭

浦安舞奉奏 (1 日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

8月祭事暦

|7日中津宮七夕祭
午後7時～

於＝筑前大島中津宮

| 15日宗像護目神社千灯朋祭
午後7時～

於＝宗像護国神社

進め、
ウルトラ出光人。
私たち出光人が、胸にいだ＜願い。それはこの

地球にすむ人たちみんなに、「ほっと」安心

して、「もっと」活力にあふれる、「きっと」満足

てきる未来をお届けすること。その願いをかな

えるために、私たち一人ひとりがパワーアップ

した姿、それがウルトラ出光人てす。エネル

ギーの安定供給確保をはじめとして、ir,1 滑油、

機能化学品から、笥子材料まて多岐にわたる

先進の技術、そして様々なサービスを通じて、

「安心、活力、満足」をみなさまにご提供する。

これからの出光人の活躍にご期待ください。

ほっと安心、もっと活力、きっと満足。出光の約束

〇ぷ G 暑中御見舞申し上げます

www.idemitsu.co.jp 
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一勝勝位
位
位
位
位
位

優
優
準

3
3
4
4
4
4

木
田
田
原
玉
本
本

楠
山
吉
川
児
松
山
宮

早紀（大分県かるた協会）
潤次（佐賀県かるた協会）
悠平（九州かるた協会）
康嗣（九州かるた協会）
奈月（広島県かるた協会）
圭子（島根県かるた協会）
智絵（島根県かるた協会）

良美（石川県かるた協会）

一勝勝位
位

優
優
準

3
3

井上 葵（九州かるた協会）
平田比左子（九州かるた協会）
盛実津希（九州かるた協会）
久木田裕一（大分県かるた協会）

一勝勝位
位

優
優
準

3
3

宮崎隼輝（九州かるた協会）
久保田由佳（九州かるた協会）
中島南美（熊本県かるた協会）
鶴田 俊佑（大分県かるた協会）

力
が
伯
仲
し
、
激
し
い
攻
防
戦
が
展
開

さ
れ
た
。
昨
年
は
、
二
年
間
公
式
戦
負
け

な
し
、
ク
ィ
ー
ン
（
女
子
日
本
一
）
の
称
号

を
持
つ
楠
木
早
紀
（
大
分
県
か
る
た
協

会
所
属
）
さ
ん
が
敗
北
す
る
と
い
う
大

波
乱
が
お
き
た
。
し
か
し
今
回
は
、
波
乱

も
起
き
る
こ
と
な
く
、
順
当
に
楠
木
さ

ん
が
優
勝
を
飾
り
大
会
の
幕
を
降
ろ
し

た
。本

年
度
も
、
大
会
関
係
者
・
選
手
総
勢

二
百
名
が
協
力
し
、
盛
会
裏
の
内
に
大

会
は
終
了
し
た
。
表
彰
式
が
終
わ
る
と
、

一
同
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
再
会
を

誓
い
大
社
を
後
に
し
た
。

各
級
の
成
績
は
左
記
の
通
り
。

一優勝橋本飛鳥（中津ややま会・大分県）準優勝里形 彰（鹿本高校・熊本県）

3 位勝見公貴（若菜会・福岡県）
3 位織畠瑛莉（筑紫丘高校•福岡県）

“げ、9攣i49
優勝高野沙奈子（島根県かるた協会）
準優勝 山元亮平（長崎南高校・長崎県）

3 位東衣里香（筑紫女学園中学校・福岡県）
3 位中島 文（筑紫丘高校・福岡県）. 
勝
勝
位
位

優
優
準

3
3

平川 彩波（宇美かるた会・福岡県）
田坂 朋子（新田原かるた会・長崎県）
深町 巴（大分県かるた協会）
寺地さやか（宇美かるた会・福岡県）

/DEX 
三つのゾリューションで、あなたのもっと身近へ。

株式会社奈斤出光 〒812-0036 福岡市博多区上呉服町 1 番 10号 TEL(092)291-4 134 

゜ 暑中御見舞申し上げます ｢
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.̀ 

今
後
の
池

の
浄
化
維
持

に
は
課
題
が

・
十
時
四
十
五
分
よ
り
宗
像
市
神
湊
海
岸
に
て
宗
・
職
並
び
に
参
列
者
は
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
た
。

像
観
光
協
会
（
会
長
1
1
吉
武
邦
彦
氏
）
、
玄
海
ホ
神
湊
海
岸
で
の
神
事
が
終
了
す
る
と
、
神
職

神
群
宗
像
に
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
テ
ル
旅
館
組
合
（
組
合
長1
1
原
菫
司
氏
）
主
催
の
が
二
手
に
分
か
れ
、
深
浜
海
岸
、
鐘
崎
漁
港
、
五

『
海
開
き
』
神
事
が
、
六
月
二
十
八
日
（
木
）
午
前
も
と
執
り
行
な
わ
れ
た
。
月
松
原
、
江
口
浜
（
江
口
）
、
勝
湘
海
岸
（
津
屋
崎
）

-
sヽ
：
歳
］
、
一
ー1
"

―
当
日
の
神
事
を
祝
う
か
の
よ
う
に
晴
天
に
恵
な
ど
、
市
内
の
各
海
水
浴
場
へ
向
か
い
清
祓
を
行

3
 

→
-
}
~
’
·
ま
れ
真
夏
日
の
中
、
当
大
社
渡
溢
祢
宜
以
下
神
な
い
、
す
べ
て
の
祭
典
を
終
了
す
る
。

職
二
名
が
神
湊
海
岸
へ
出
向
。
浜
辺
に
祭
坦
を
．
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
今
年
は
、
例
年
よ
り

し
つ
ら
え
、
海
川
山
野
の
神
憫
を
御
供
え
し
準
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
海
水
浴
場

備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
利
用
客
も
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。
参
列
者
の
願

（
組
合
長1
1
原
重
司
氏
）
、
神
湊
飲
食
店
組
合
（
会
い
と
し
て
は
、
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
海
難
事

長
1
1
安
部
修
市
氏
）
、
水
難
救
助
所
（
所
長
1
1
永
故
の
可
能
性
が
高
く
な
る
な
か
、
「
観
光
客
の
皆

、
島
一
清
氏
）
ら
、
海
に
関
わ
る
各
関
係
者
が
多
数
様
に
は
、
海
で
は
無
理
を
せ
ず
ル
ー
ル
を
守
り
、

一
参
列
し
、
『
海
難
事
故
の
無
い
よ
う
に
』
、
『
大
勢
·
皆
が
楽
し
く
海
の
恵
み
を
享
受
し
て
い
た
だ
け

の
人
々
が
宗
像
の
海
を
訪
れ
る
よ
う
に
』
と
神
れ
ば
」
と
想
い
を
よ
せ
る
。

よ
く
吸
い
込
ま
れ
、
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
·
残
る
も
の
の
、
清
浄
に
な
っ
た
池
で
元
気
に
泳

疇
響
池
清
掃
み
、
そ
の
汚
泥
の
量
は
二
、
五
ト
ン
車
数
台
分
ぐ
数
百
匹
の
鯉
は
、
社
頭
を
訪
れ
た
多
く
の

層
ー
ー
一
年
晶

TI
J
に
実
施s

ぼ
ど
に
も
な
っ
た
。
参
拝
者
の
目
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

-=—•-

去
る
六
月
十
六
日
よ
り
約
一
週
間
を
か
け
清
掃
の
終
え
た
半
分
に
水
を
張
り
、
鯉
を
·

平
成
十
六
年
八
月
よ
り
凡
そ
三
年
振
り
と
な
·
清
浄
な
水
に
移
す
作
業
に
は
骨
が
折
れ
、
当

る
当
社
心
字
池
の
清
掃
が
行
わ
れ
た
。
·
社
神
職
・
管
理
員
が
汗
と
汚
泥
に
塗
れ
な
が

清
掃
初
日
、
中
央
の
太
鼓
橋
の
下
で
池
を
ら
数
百
匹
の
鯉
を
び
た
す
ら
網
で
す
く
い
移

塞
き
止
め
、
半
分
の
水
を
吸
い
あ
げ
る
と
、
水
動
さ
せ
、
残
る
忍

r

年

の
抜
か
れ
た
池
底
・
池
周
囲
の
自
然
石
に
は
、
半
分
を
同
様
が
t̀-

青
粉
が
こ
び
り
つ
い
て
お
り
高
圧
洗
浄
機
で
の
作
業
に
て
一

綺
麗
に
洗
い
落
と
し
た
。
一
行
い
、
池
全
体

5

三
年
の
間
に
池
底
に
は
か
な
り
の
汚
泥
．
の
清
掃
が
終

枯
枝
葉
が
溜
ま
り
、
そ
の
中
か
ら
カ
ニ
や
鰻
了
し
た
。

な
ど
が
這
い
出
し
賑
や
か
な
清
掃
と
な
っ
た
。

十
八
日
か
ら
は
⑯
林
田
産
業
に
加
わ
っ
て
·

頂
く
と
、
強
力
吸
引
車
に
よ
り
汚
泥
が
勢
い
·

J 
JR九州

さあ、黒豚横丁へ！
博多から最速 2時間 1 2 分。 .::=-==--ｭ
鹿児品の繁華街・天文館に

は黒豚料理のお店がたくさん。

“とんかつ＂や“しゃぶしゃぶ＂

など美味しい黒豚のお店を

はじめ、スイーツのお店な

ど天文館エリアの情報や特

典が満載の夏限定リーフレッ

トを片手に、あなたも黒豚

横丁を堪能してみませんか？

否滋
Vｷ : 

・ーケ．

鹿児島スイッチのリーフ

レットは、JR九州の主な駅・

ジョイロードで配布中！ l 

゜
暑中御見舞申し上げます べ

a 二『
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巫
女
の
素
養
向
上
を
目
指
し
、
六
月
二

十
五
ー
ニ
十
七
日
の
三
日
間
、
地
元
玄
海

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
マ
ナ
ー
を
、
七
月
＋

一
ー
十
三
日
の
三
日
間
、
当
大
社
斎
館
で

神
楽
「
浦
安
舞
」
の
講
習
を
そ
れ
ぞ
れ
受

講
し
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
講
習
会
は
、
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
の
こ
好
意
に
よ
り
、
同
ホ
テ
ル
で
研
修

資
格
を
も
つ
三
名
の
方
が
講
師
と
な
り
、

社
会
人
と
し
て
の
常
識
な
ど
を
通
し
、
参

拝
者
が
私
達
巫
女
に
対
し
、
或
い
は
宗
像

一
大
社
に
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な

一
い
努
力
と
い
う
も
の
を
学
び
ま
し
た
。

一
具
体
的
に
は
、
ま
ず
『
笑
顔
』
、
そ
し
て

-
『
身
だ
し
な
み
』
、
『
正
し
い
言
葉
使
い
』
の

i
三
点
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再

―
認
識
し
ま
し
た
。
簡
単
な
よ
う
で
い
て
、
実

~
は
大
変
難
し
く
内
部
事
情
を
優
先
す
る

一
場
合
も
あ
る
現
場
で
は
、
そ
う
い
っ
た
某

一
本
的
な
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま

一
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

~
遠
方
よ
り
訪
れ
る
参
拝
者
も
多
く
、
社

頭
で
そ
う
い
っ
た
方
々
を
応
対
す
る

機
会
が
最
も
多
い
私
達
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
良
い
刺
激
と
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

神
楽
舞
講
習
で
は
、
神
社
音
楽

協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎

巫
女
清
水
亜
矢
子

巫
女
研
修

ー
マ
ナ
ー
講
習
と
「
浦
安
舞
」
温
習
ー

一
え
し
、
朝
九
時
過
ぎ
よ
り
午
後
七
時
ま
で

i
み
っ
ち
り
と
こ
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
五
年
振
り
の
温
習
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
自
分
自
身
で
は
気
付
か
な
い
癖
が

一
多
々
あ
り
、
今
回
の
温
習
は
大
変
有
意
義

．
な
も
の
で
し
た
。

｛
ま
た
、
磯
部
先
生
は
磯
部
稲
荷
神
社

~
（
茨
城
県
西
茨
城
郡
岩
瀬
町
鎮
座
）
で
神

．
職
も
さ
れ
て
お
り
、
「
舞
と
い
う
の
は
上
手

い
下
手
で
は
な
く
、
神
様
に
対
し
て
お
仕

え
し
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
み
せ
る
こ
と

が
最
も
大
切
。
心
に
邪
念
が
な
い
状
態
が

絶
対
で
あ
り
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
て
い
な
い

舞
だ
け
は
絶
対
に
舞
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
祭
典
奉
仕
で
は
、
改
め
て
御
祭

i
神
に
奉
奏
す
る
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

て
、
参
列
者
の
皆
様
に
も
昭
和
天
皇
の
大

i
御
心
が
伝
わ
る
よ
う
な
優
雅
な
浦
安
舞

一
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

゜
,4 暑中御見舞申し上げます ベ
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：
た
。
下
船
後
、
バ
ス
で
西
名
阪
・
東
名
阪
・

一
名
神
高
速
を
経
、
最
初
の
目
的
地
で
あ
る

一
富
士
山
本
宮
・
浅
間
大
社
に
向
っ
た
。
到

i
着
後
、
浅
間
大
社
の
外
山
権
禰
宜
さ
ん
の

第
十
六
回
宗
像
大
社
氏
子
会
研
修
i
お
出
迎
え
を
受
け
、
先
ず
正
式
参
拝
を
行

旅
行
が
六
月
二
十
五
ー
ニ
十
八
日
の
三
一
っ
た
。
参
拝
後
、
境
内
、
各
施
設
も
御
案

泊
四
日
で
行
わ
れ
た
。
i
内
い
た
だ
き
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
に
熱

こ
の
氏
子
会
研
修
旅
行
は
氏
子
の
一
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
特
に
特
別
天

方
々
の
研
修
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
]
然
記
念
物
で
あ
る
湧
玉
池
は
湧
水
量
が

的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
の
旅
行
参
i
一
日
二
十
万
ト
ン
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
一

加
者
は
二
十
三
名
と
少
な
い
な
が
ら
も
」
同
驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

y

i

 

充
実
し
た
意
義
の
あ
る
旅
と
な
っ
た
。
一
そ
の
後
精
進
湖
、
河
口
湖
と
車
窓
よ
り
祝
、

9
g

二
十
五
日
夕
方
、
安
部
氏
子
会
会
長
」
眺
め
一
路
宿
泊
地
で
あ
る
石
和
温
泉
に
i
し
、
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
各
神

他
一
行
は
新
門
司
港
よ
り
フ
ェ
リ
ー
に
]
回
っ
た
。
三
日
目
は
今
年
のN
H
K

大
河
i
社
の
宮
司
様
を
始
め
職
員
の
方
々
に
、
紙

乗
船
し
、
船
中
に
一
泊
。
翌
二
十
六
日
の
：
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
で
有
名
な
武
田
信
i
面
を
借
り
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
上
げ

早
朝
五
時
三

0
分
に
泉
大
津
に
到
着
し
i
玄
公
を
お
祀
り
し
て
い
る
、
武
田
神
社
を
i
ま
す
。

“
参
口
。
に
御
柱
祭
で
有
名
な

諏
訪
大
社
の
上
社
に
参
拝

“
り
』
宿
泊
地
蓼
科
温

―
晴槍

，
最
終
日
は
奈
良
井
宿
、
妻

勘
籠
宿
な
ど
の
木
曽
路
を
散

春
策
、
甲
州
、
信
州
に
別
れ
告

山
げ
、
名
古
屋
へ
と
向
っ
た
。
中

国
師
部
国
際
空
港
を
発
ち
福
岡

ご
軍
空
港
に
夕
刻7時
に
到
着
、

甲

令
ヽ
一
バ
ス
に
て
そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
、

冨
今
回
の
氏
子
会
研
修
旅
行

5

は
無
事
終
了
し
た
。

F
 

g
 な

今
回
の
研
修
旅
行
に
際

b
 

馳
岳
舎
咽
修
槃
告

廻
浅
間
大
社
・
諏
訪
大
社
・

町
甲
州
・
木
曽
路
を
訪
ね
て

1 第36回げ魯像大社雉歌大会開備
●日時＝ 11 月 10 日（土）
小中高生／午前10時～ 11 時20分一般／午後12時20分～4時
●会場宗像大社「清明殿」
●応募規定
小中高生は 1 首、一般は2首まで。出詠料は 1 首千円。（小中高
生は無料）。B4原稿用紙に作品・〒・住所・氏名（ふりがな）・年
齢・電話番号、小中高生は学校名と学年を明記。
●締切／一般は8月末日、小中高生は9月 10 日
●送リ先／〒811-4199 宗像市自由ヶ丘2-7-9
宗像郵便局留「宗像大社短歌大会事務局」（巻桔梗）宛
小中高の区分を朱書き。
定額小為替と詠草集送付用切手140円分を同封のこと。

●詳細に関する問い合わせは、右記宛てに往復葉書で。
宗像大社のHPでもご覧になれます。
http://www.munakata-taisha.or.jp/ 

◆主催＝「宗像大社短歌大会」実行委員会
◆共催＝毎日新聞社
◆後援＝福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・

宗像大社・宗像大社氏子会

エネルギーに関する
ベスト・パートナーを目指します。

お客さまの声に、誠心誠意、耳を傾けること。

エネルギーに関する様々なご要望をワンストップで受け

止め、グループの総合力を駆使して対応させていただ＜

こと。それが九州電力のエネルギー・ソリューション。

私たちは、お客さまとガソチリとスクラムを組み、エネ

ルギーという幅広いフィールドの中で、エネルギーの

効率的利用やお客さま設備に関するアドバイスなどに

柔軟に対応できるベスト・パートナーを目指します。

9九州電力
ずっと先まで、明るくしたい。

http://www.kyuden.eo.jp/solution/index.html 

゜
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[
午
後
よ
り
生
憎
の
雨
模
様
と
な
る
中
、
小
佐
渡
山
．
午
後
三
時
、
佐
渡
を
後
す
る
。
当
日
は
新
潟
県
月
岡

．
脈
に
分
け
入
り
、
途
中
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
て
、
佐
[
温
泉
に
宿
泊
す
る

o

~
渡
國
式
内
社
物
部
神
社
に
一
同
到
着
す
る
。
．
三
日
目
は
ま
ず
、
弥
彦
村
に
鎮
座
す
る
越
後
國
一
宮

当
大
社
が
事
務
局
を
務
め
る
式
内
社
顕
彰
会
九
州
[
加
藤
瑞
穂
宮
司
様
以
下
地
元
の
方
々
が
巡
拝
会
一
●
弥
彦
神
社
へ
と
向
か
う

o

高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
の
大
鳥
居

支
部
は
、
去
る
六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
日
程
]
同
を
迎
え
て
頂
き
、
御
食
神
社
の
福
田
賀
行
氏
の
奉
仕
．
を
通
り
、
弥
彦
神
社
に
入
る
。
永
田
忠
興
宮
司
様
の
出

で
、
第
二
十
回
式
内
社
巡
拝
会
「
佐
渡
・
越
後
國
式
内
~
で
正
式
参
拝
を
行
う
。
参
拝
後
は
、
地
元
住
民
の
石
川
迎
え
を
受
け
て
、
正
式
参
拝
を
行
う
。
弥
彦
舞
と
い
う

社
巡
拝
の
旅
」
を
企
画
し
た
。
参
加
者
は
、
当
大
社
神
島
~
寛
様
か
ら
神
社
や
地
域
の
事
に
つ
い
て
丁
寧
に
こ
説
明
i
巫
女
舞
を
奉
仕
し
て
頂
き
、
参
拝
後
は
、
永
田
宮
司
様

宮
司
外
会
員
二
十
名
が
参
加
し
た
0

j
し
て
頂
い
た
。
の
御
案
内
で
新
装
と
な
っ
た
社
務
所
を
見
学
さ
せ
て

六
月
二
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分
、
新
潟
港
に
参
~
次
に
、
佐
渡
園
式
内
社
第
三
ノ
宮
引
田
部
神
社
へ
向
頂
い
た
。

加
者
一
同
集
合
し
、
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
佐
渡
か
い
、
正
式
参
拝
を
行
う
。
豊
原
久
夫
宮
司
様
は
、
巡
拝
続
い
て
新
潟
市
内
へ
と
戻
り
、
白
山
神
社
へ
と
向
か
う
。

の
両
津
港
へ
、
一
時
間
で
到
着
し
た0

i
会
参
加
者
全
員
の
名
前
を
祝
詞
奏
上
し
、
巡
拝
会
の
安
・
新
潟
総
鎮
守
白
山
神
社
の
主
神
は
菊
理
媛
大
神
。

両
津
港
に
到
着
後
、
観
光
パ
ス
に
乗
り
、
佐
渡
國
式
i
全
を
祈
願
し
て
頂
い
た
。
又
、
地
元
総
代
の
方
々
に
直
・
加
賀
の
白
山
頂
上
に
祀
ら
れ
て
い
る
女
神
で
、
勧
請
し

内
社
九
座
の
一
っ
熱
串
彦
神
社
へ
と
向
か
っ
た
。
．
会
奉
仕
を
し
て
頂
き
、
参
拝
の
前
日
に
は
、
豊
原
宮
司
・
て
新
潟
の
地
に
祀
っ
た
。
創
建
不
詳
で
あ
り
、
歴
代
の
統

神
社
の
周
囲
は
田
畑
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
パ
ス
で
は
i
様
と
総
代
の
皆
様
総
出
で
境
内
の
掃
除
を
さ
れ
た
と
治
者
か
ら
篤
い
崇
敬
を
受
け
て
き
た
神
社
で
あ
る
。
社

入
れ
な
い
の
で
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
神
社
に
向
か
う
。
宮
の
事
で
、
一
同
感
謝
の
気
持
ち
を
述
ぺ
て
同
宮
を
辞
し
、
務
所
に
て
小
林
直
毅
宮
司
様
よ
り
御
挨
拶
の
後
、
神
社

本
要
宮
司
様
の
出
迎
え
を
受
け
、
正
式
参
拝
を
行
う
。
一
佐
渡
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る

0

i
の
由
緒
に
つ
い
て
御
説
明
を
頂
き
、
正
式
参
拝
を
行
う
。

境
内
に
は
能
楽
堂
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
室
町
時
代
に
、
佐
i
二
日
目
は
、
最
初
に
佐
渡
金
山
を
見
学
す
る
。
参
拝
後
、
小
林
宮
司
様
の
案
内
で
、
境
内
の
南
側
に
隣

渡
に
流
さ
れ
た
世
阿
弥
に
よ
っ
て
こ
の
島
に
能
楽
が
浸
．
次
に
、
佐
渡
一
ノ
宮
度
津
神
社
を
参
拝
す
る
。
旧
社
・
接
す
る
日
本
で
最
初
の
市
民
公
園
で
あ
る
白
山
公
園

透
し
た
事
か
ら
、
各
地
に
能
楽
堂
が
建
て
ら
れ
た
そ
う
一
格
は
国
幣
小
社
、
御
祭
神
は
五
十
猛
命
、
佐
渡
國
式
内
．
を
見
学
す
る
。
以
上
で
神
社
参
拝
を
終
了
し
、
新
潟
駅

で
あ
る
。
．
社
第
一
の
宮
で
、
陸
上
、
海
上
の
交
通
安
全
の
守
護
神
．
へ
向
か
う
。

．
と
し
て
全
島
で
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
金
子
健
一
宮
司
様
]
駅
へ
向
か
う
途
中
、
パ
ス
の
車
内
で
解
散
式
を
行
い
、

~
よ
り
神
社
の
説
明
を
し
て
頂
い
た
。
．
新
潟
駅
と
新
潟
空
港
で
各
々
解
散
し
た
。

つ
づ
い
て
、
真
野
御
陵
へ
と
向
か
う
。
参
加
者
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
無
事
第
二
十
回

~
真
野
御
陵
は
、
第
八
十
四
代
順
徳
天
皇
の
御
火
葬
式
内
社
巡
拝
会

i
塚
で
あ
り
、
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
。
の
全
日
程
を
終

]
順
徳
天
皇
は
、
鎌
倉
時
代
、
承
久
の
乱
で
茄
府
に
敗
．
了
す
る
事
が
で

―
れ
、
二
十
四
歳
の
若
さ
で
佐
渡
に
配
流
と
な
り
、
四
十
i
き
ま
し
た
。
ま

＿
六
歳
の
時
、
真
輪
寺
（
真
野
宮
）
で
崩
御
さ
れ
た
。
．
た
、
こ
の
度
の

~
残
念
な
が
ら
、
管
理
者
の
方
は
不
在
で
あ
っ
た
が
、
前
―
巡
拝
会
に
お
い

．
日
に
参
拝
し
た
引
田
部
神
社
豊
原
宮
司
様
が
真
野
御
．
て
御
世
話
に
な

一
陵
に
来
て
頂
き
、
説
明
を
し
て
頂
い
た
。
参
拝
の
後
、
順
．
っ
た
各
神
社
、

i
徳
天
皇
を
祭
る
真
野
宮
へ
と
向
か
う
。
~
施
設
の
皆
様
方

i
真
木
山
麓
宮
司
様
の
出
迎
え
を
受
け
て
、
早
速
正
式
に
紙
面
を
借
り

—
参
拝
を
行
う
。
真
野
宮
は
か
っ
て
は
真
輪
寺
と
い
う
寺
て
、
衷
心
よ
り

i
院
で
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
県
社
に
な
り
真
野
宮
と
一
厚
く
御
礼
申
し

な
っ
た
。
本
殿
奥
に
は
、
順
徳
天
皇
の
屋
敷
跡
が
あ
り
、
上
げ
ま
す
。

i
皇
族
の
参
拝
が
多
い
神
社
で
あ
る
。
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情報環境、ものをつなぎトータルにテザインします。

Think 
And 
Produce 
株式会社ジーエータップ

本社／〒812-0024
福岡市博多区綱場町2-2 福岡第一ピル1F
Tel 092-291-8801 Fax 092-291-8805 

東京事務所／〒102-0073

東京都千代田区九段北1-13-1 九段中坂ピル2F

Tel 03-3221-1735 Fax 03-3221-1736 
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·
や
オ
ラ
ン
ダ
銭
が
使
わ
れ
た
）

孫
太
郎
に
は
小
銃
、
剣
槍
そ
れ
ぞ
れ

―
つ
ず
つ
を
渡
さ
れ
た
。
こ
の
地
の
黒

坊
に
は
悪
い
者
が
多
く
い
て
、
白
昼
で

も
追
剥
す
る
者
が
多
い
の
で
、
外
出
す

海
上
を
お
よ
そ
四
二
日
間
走
り
、
大
i
が
お
び
た
だ
し
く
軒
を
連
ね
て
い
る
。
る
時
に
は
、
か
な
ら
ず
武
器
を
も
つ
こ

川
に
入
っ
た
。
川
幅
は
三
里
ば
か
り
で
‘
]
川
を
へ
だ
て
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
あ
と
と
い
う
。
其
外
衣
類
や
お
伴
を
す
る

そ
こ
か
ら
十
里
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
一
り
、
そ
の
形
は
城
郭
の
よ
う
で
、
水
際
か
]
時
の
物
を
与
え
、
名
は
日
本
と
呼
ば
れ

に
、
大
き
な
港
に
着
い
た
。
ハ
ン
ジ
ャ
ラ
：
ら
切
石
を
築
き
あ
げ
、
垣
根
を
も
う
け
、
る
こ
と
に
な
っ
た
。

は
ざ
ま

マ
ア
ン
（
パ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
・
南
カ
リ
i
建
物
の
狭
間
に
は
、
数
十
座
の
大
砲
が
家
主
の
名
を
タ
イ
コ
ン
官
と
云
う
。

マ
ン
タ
ン
・
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
で
、
南
]
珊
え
ら
れ
、
要
害
厳
重
で
あ
る
。
中
国
滴
州
の
人
で
、
母
親
は
福
州
の
出

海
一
の
都
会
で
あ
る
。
船
中
よ
り
見
る
]
さ
て
コ
ロ
ウ
は
二
九
人
の
男
女
を
小
身
者
で
あ
っ
た
。
妻
の
名
は
キ
ン
ト
ン
、

と
、
ゆ
た
か
な
港
で
、
中
国
船
や
オ
ラ
ン
．
舟
に
乗
せ
て
渡
り
、
岸
下
に
舟
を
つ
な
：
弟
の
名
は
カ
ン
ベ
ン
官
と
呼
ぶ
。
店
の

ダ
船
、
諸
国
の
大
船
が
た
く
さ
ん
着
い
二
き
、
数
人
が
陸
に
あ
が
り
、
う
り
あ
る
＜

o

．
使
用
人
は
、
中
国
人
二
名
、
黒
坊
四
名
、

て
い
た
。
孫
太
郎
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
：
し
ば
ら
く
し
て
、
主
人
コ
ロ
ウ
は
孫
太
下
男
二
名
、
舵
エ
ニ
名
、
両
人
共
に
妻
子

見
る
街
の
光
景
で
あ
っ
た
。
見
馴
れ
ぬ
郎
を
つ
れ
て
行
く
。
街
の
様
子
を
見
る
を
も
ち
別
に
住
ん
で
い
た
。
下
婢
三
名
、

建
物
か
四
、
五
百
戸
ほ
ど
並
ん
で
い
る
。
に
、
街
中
は
奇
麗
で
、
街
路
は
軒
下
よ
り
i
い
ず
れ
も
他
国
の
黒
坊
の
女
児
で
あ
っ

し
き
が
わ
ら

こ
れ
は
唐
山
客
商
（
中
国
商
人
）
の
住
居
七
八
尺
は
、
梵
（
敷
瓦
）
あ
る
い
は
切
石
·
た
。

で
、
少
し
離
れ
て
、
現
地
人
や
黒
坊
の
家
が
敷
か
れ
、
そ
う
で
な
い
所
は
椰
子
の
孫
太
郎
は
下
男
の
黒
坊
と
は
別
格

｛
木
を
削
っ
た
も
の
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
]
C、
食
物
も
中
国
人
に
準
じ
、
恩
情
を
も

~
い
た
。
往
来
す
る
人
は
、
風
俗
柔
和
に
見
っ
て
使
わ
れ
た
。
仕
事
は
主
人
あ
る
い

i
え
、
衣
服
も
整
え
ら
れ
て
い
た
。
孫
太
郎
は
番
頭
に
従
い
、
商
品
を
持
ち
、
運
ん
だ

・
は
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
う
り
つ
け
ら
れ
」
り
平
日
は
水
を
汲
ん
だ
り
、
薪
を
採
り
、

：
れ
ば
、
せ
め
て
幸
い
で
あ
ろ
う
」
と
思
っ
i
ま
た
船
を
出
す

・
た
。
さ
て
ど
う
な
る
か
と
、
歩
い
て
い
る
·
と
き
は
水
手
と

う
ち
に
、
コ
ロ
ウ
は
豪
商
の
家
に
つ
れ
．
な
っ
て
働
い

て
い
っ
た
。
そ
こ
で
孫
太
郎
は
売
り
渡
：
た
。

一
さ
れ
た
。

一
家
主
よ
り
コ
ロ
ウ
に
は
表
面
に
騎
馬

·
の
紋
の
あ
る
銀
銭
三
十
文
が
与
え
ら
れ

·
飯
を
食
べ
さ
せ
て
帰
ら
せ
た
（
中
国
銭

（続）
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宗
像
市

田

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

乱
舞
す
る
螢
を
一
っ
掌
に
秘
め
て
歩
け
ぬ
友
へ
持
ち
し
H

は
る
か

螢
も
開
発
に
よ
り
、
め
っ
き
り
滅
っ
た
。
螢
を
通
し
作
者
の
優
し
い
気
持
が

回
汀
巳
訂
譴
紅□汀
」
t
t
麟
゜
サ
筐
鱈
昇

0
み
く
ぼ
め
手

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子
う
ば
ら

風
先
に
何
あ
る
な
ら
む
ひ
と
時
に
茨
び
き
ゆ
く
青
嵐
は
も

青
嵐
の
は
げ
し
さ
を
「
風
先
に
何
あ
る
な
ら
む
」
と
し
た
表
現
は
い
い
が

匿
「
茨
ひ
き
ゆ
く
」
が
判
ら
な
い
。
「
茨
散
ら
せ
る
」
は
い
か
が
。

う
き
は
市
浮
羽
町
則
正

事
故
に
よ
り
主
な
く
せ
し
酒
店
の
い
つ
よ
り
か
戸
を
閉
め
て
久
し
き

よ
り
か
」
と
「
久
し
き
」
の
整
合
性
に
疑
問
が
あ
る
。
結
句
を
「
青
嵐

回
に
な
ど
、
飛
躍
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

時
折
り
は
挨
拶
交
は
す
娼
見
ず
庭
の
枇
杷
の
実
一
二
つ
熟
れ
を
り

媚
を
案
ず
気
持
の
出
て
い
る
い
い
う
た
。
た
だ
田
中
作
品
の
螢
―
つ
も
そ

百
一
う
だ
が
、
枇
杷
三
つ
が
気
に
な
る
。
数
字
は
出
さ
れ
た
数
以
外
何
も
無
く
イ

メ
ー
ジ
が
固
定
し
て
し
ま
う
か
ら
、
注
意
し
て
欲
し
い
。

久
巻
桔
梗

〈
灯
〉
は
〈
と
も
る
〉
と
ふ
呪
縛
か
ら
の
が
れ
得
ぬ
歌
を
叱
り
つ
大
野
展
男
は

叩
闘
冒
]
汀
臼
‘
゜
頂
国
噂

]
[
1
0

朱
な
ど
、
決
ま
り
文
句
を
避
け
よ
、
と

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

空
梅
雨
の
川
の
ほ
と
り
の
合
歓
の
木
が
花
に
つ
つ
ま
れ
桃
色
を
帯
ぶ

村
の
「
雨
の
日
や
ま
だ
き
に
く
れ
て
ね
ぶ
の
花
」
の
反
対
の
空
梅
雨
の
合
歓
で
あ

回
汀
。
桃
色
と
し
た
処
が
当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
常
識
を
逆
手
に
取
っ
て
い
い
。

向

oo 狂
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

＇，劃置·

田

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

大
刀
洗
の
航
空
隊
の
あ
り
し
跡
青
田
広
が
り
燕
飛
び
交
ふ

＿
評
一
ヒ
コ
ー
キ
な
ら
ぬ
燕
が
飛
ん
で
ゐ
る
。
燕
は
平
和
の
象
徴
で
あ
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

暁
に
短
く
た
た
く
こ
と
く
暗
く
声
は
水
鶏
か
近
き
に
あ
り
て

音
を
多
用
し
、
キ
ョ
ッ
、
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ
と
戸
を
叩
く
よ
な
声
で
喘
＜

回
認
の
声
に
合
せ
た
技
法
は
秀
抜
で
あ
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
證
子

広
が
れ
る
植
田
に
さ
か
さ
の
山
写
り
宗
像
平
野
は
夏
に
入
り
た
り

お
お
ら
か
で
親
し
く
見
慣
れ
た
初
夏
の
景
で
あ
る
。
詠
法
が
や
や
古
風
な

匿
の
と
、
「
さ
か
さ
に
」
が
「
さ
か
さ
の
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
惜
し
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

あ
さ

線
香
の
香
り
漂
ふ
早
朝
の
道
地
蔵
の
花
も
さ
し
代
え
て
あ
り

に
親
し
ま
れ
て
い
る
地
蔵
で
あ
ろ
う
、
す
が
す
が
し
い
気
分
が
あ
る
。
早
朝
と
書
い
て
朝

回
□
6せ
る
の
は
無
理
。
朝
の
道
で
い
い
。
字
を
酷
使
す
る
こ
と
は
歌
へ
の
冒
涜
で
あ
る
。

宗
像
市
野
森
甲
子

北
風
に
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
吹
き
払
は
れ
四
塚
連
山
手
に
取
る
こ
と
見
ゆ

新
興
大
国
中
国
が
元
と
言
わ
れ
る
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
。
そ
れ
だ
け
に
重
い

匿
気
分
に
な
る
が
晴
れ
た
時
の
よ
ろ
こ
び
は
ま
た
一
入
り
で
あ
る
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

道
祖
神
の
か
た
わ
ら
に
咲
く
沈
丁
花
ほ
の
か
な
香
り
四
辺
に
漂
う

句
に
類
型
を
感
じ
る
が
道
祖
神
と
の
組
合
せ
が
い
い
。
歌
は
物
と
言
葉

o
o
[
組
合
せ
の
文
学
で
も
あ
る
。

宗
像
市
ひ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

蚊
が
出
で
て
夏
の
戦
い
い
ざ
開
幕
生
き
る
か
死
ぬ
か
暑
い
夏
な
り

直
に
述
べ
ら
れ
、
私
も
蚊
が
苦
手
な
だ
け
に
気
持
は
判
る
が
三
、
四
句
は

回
[
袈
裟
な
の
言
局
を
は
じ
ま
り
ぬ
：
押
え
た
表
現
に
す
空

若
者
は
み
な
か
ろ
や
か
に
遊
び
を
り

雨
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
店
は
に
ぎ
は
ふ

ゅ
っ
く
り
と
過
ぎ
ゆ
く
フ
ェ
リ
ー
船
を
待
ち

小
漁
船
群
波
に
た
ゆ
た
ふ

油
臭
い
か
ら
江
戸
前
だ
い
と

意
気
が
り
し
寿
司
屋
を
思
ひ
東
京
湾
ゆ
く

梅
雨
も
明
け
、

」
い
よ
い
よ
夏

本
番
。
と
な
る
と
、
野
球
で
す
。
甲
子
園

で
は
な
く
、
今
回
触
れ
る
の
は
プ
ロ
野

球
で
す
▼
首
位
で
は
な
い
の
で
注
目

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
創
設
以
来
ダ
ン

ト
ツ
最
下
位
だ
っ
た
楽
天
が
今
、
勝
っ

て
ま
す
。
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
チ
ー
ム
作

り
で
定
評
が
あ
る
野
村
監
督
が
率
い

て
二
年
目
で
す
▼
そ
の
野
村
監
督
が

シ
ー
ズ
ン
前
に
支
え
と
す
る
格
言
と

聞
か
れ
答
え
た
の
が
、
「
考
え
方
が
変

わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
、
行
動
が
変

わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
、
習
慣
が
変

わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
、
人
格
が
変

わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
、
運
命
が
変

わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る
」
で
す
。
お
坊

さ
ん
の
言
葉
ら
し
い
の
で
す
が
、
あ
ま

り
に
も
参
考
に
な
る
言
葉
だ
っ
た
の

で
、
小
生
新
聞
を
切
り
抜
き
し
て
し
ま

い
ま
し
た
▼
新
人
の
成
長
、
ベ
テ
ラ
ン

選
手
の
劇
的
な
復
活
、
そ
し
て
ヒ
ー
ロ

ー
の
日
替
わ
り
．
．
．
。
人
間
と
政
治
は

そ
う
簡
単
に
は
変
わ
れ
な
い
は
ず
で

す
が
、
一
体
何
人
の
楽
天
の
選
手
が

今
シ
ー
ズ
ン
で
人
生
を
変
え
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
▼
日
々

刻
々
と
「
変
化
」
は
し
て
い
き
ま
す
が
、

自
ら
の
意
思
で
変
わ
っ
て
、
変
え
て
み

た
い
も
の
で
す
。

(
M
·
O
)

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

一
言
を
添
え
て
氏
子
の
一
夜
酒

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

田
植
終
え
胸
な
で
お
ろ
す
農
家
人

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

き
ぬ

お
田
植
の
水
面
に
真
白
禰
宜
の
衣

ブ
七
回

匂
罷
＇
品
集
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